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  主 論 文 要 旨 No.3 
  
二次世界大戦後に同様の実験プログラムを実施した。彼らはミクルジョン以上に、大学・
カレッジにおける教育の責任を重視していた。タスマンは学生運動の盛んな 1960 年代
に、学生が民主社会の一員となれるよう、「従順」から「自由」へという回路を設計し、
それを彼の実験プログラムに組み込んだ。キャドワラダーはタスマンと同じく 1960 年
代に実験プログラムを実施していたが、その後 1980 年代にその経験をもとにした高等
教育論を展開する。それは、私事化の時代にあって学生を民主社会の一員に導くよう教
育する、大学・カレッジの公的な責任を重視したものであった。 
第七章では、現代ラーニング・コミュニティ論に直接つながる、エヴァーグリーン・
ステート・カレッジでの取り組みを検討した。1990 年代以降の LCの広まりに大きく貢
献したのがキャドワラダーとヒルであった。1980年代のアメリカには、主流に対するオ
ルタナティヴ的な教育改革の試みが多様に存在していたが、キャドワラダーや同僚たち
は、その試みにミクルジョンの系譜とデューイの系譜があるとして、両者を「調停」し
ようと試みた。それによって大学の枠を越えた、オルタナティヴの協力体制を築こうと
したのである。しかし、その「調停」はミクルジョンとデューイの違いを十分に検討し
たものではなかった。その後ヒルがラーニング・コミュニティを多くの大学に普及され
ていくが、彼自身はデューイの思想に大きな影響を受けていた。そのため、ラーニング・
コミュニティの「調停」にはアンバランスさが残ることとなった。 
終章では、これまで検討してきた各論者のラーニング・コミュニティ論を踏まえて、
ラーニング・コミュニティ論の歴史を捉えなおした。本研究で検討した複数のラーニン
グ・コミュニティ論に共通するものは、多様性を考慮した議論や民主的な価値を求めた
ことであった。それはエリート大学にもコミュニティ・カレッジにも通ずるものとして、
共通している。しかしながら、その探究と結びついた民主的価値は、現代では薄らいで
きている。 
ラーニング・コミュニティ論はミクルジョンとデューイの思想を基盤に据えると言わ
れている。しかしながら実際には、タスマンやキャドワラダー、ヒルの議論も大きな影
響を与えている。特に注目すべきは、タスマンやキャドワラダーの、民主的社会の市民
を育てようとする考え方である。こうした考え方が現代のアカウンタビリティ重視の状況と
結びつくことで、アウトカムとして示されるべき目標を自明のものとしてとらえ、探究を損なっ
てしまっている可能性があることを、終章では指摘した。 
最後に本研究の示唆として、ミクルジョンとデューイの「調停」をあえて反故にして再度ミク
ルジョンの独自性を取り上げることによって、ラーニング・コミュニティ論の議論を再び活発な
ものとし、大学像そのものをも探究の対象とすることの可能性を指摘した。 
